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第

回 北
海
道
長
沼
町
の
私
立
校 

 
 
 

※
２
０
２
４
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

宿
題
、
テ
ス
ト
や
校
則
が
な
く
、
チ

ャ
イ
ム
も
鳴
ら
な
い
。
「
先
生
」
と
呼

ば
れ
る
大
人
も
い
な
い
―
―
。 

子
供
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
私
立
小

学
校
が
北
海
道
長
沼
町
に
あ
る
。
札
幌

市
か
ら
車
で
東
に
約
１
時
間
。
「
ま
お

い
学
び
の
さ
と
小
学
校
」（
学
校
法
人
・

学
び
の
さ
と
自
由
が
丘
学
園
運
営
）
は

２
０
２
３
年
に
開
校
し
た
。 

月
１
日
午
後
。
学
校
を
訪
れ
る
と
、

児
童
は
数
人
し
か
い
な
い
。
学
校
の
ス

タ
ッ
フ
に
尋
ね
る
と
、
「
廃
校
に
な
っ

た
隣
の
中
学
校
体
育
館
に
い
ま
す
よ
」

と
の
こ
と
。
仮
装
を
し
た
児
童
が
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い

た
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
自
由
で
、

校
舎
に
残
っ
て
い
た
数
人
の
児
童
は
教

室
で
折
り
紙
を
し
た
り
、
カ
ボ
チ
ャ
を

加
工
し
た
り
と
楽
し
ん
で
い
た
。
教
員

（
ス
タ
ッ
フ
）
を
「
先
生
」
と
呼
ば
ず

に
、
あ
だ
名
や
名
前
で
呼
ん
で
い
た
。 

細
田
孝
哉
校
長
は
特
色
に
つ
い
て

「
成
績
や
競
争
に
よ
っ
て
強
制
的
に
学

ば
せ
る
の
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
好

奇
心
や
成
長
性
を
信
頼
し
て
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
を
重
視
す
る
」
と
説
明
す
る
。 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
国
語
や
数
学
を
学

ぶ
「
基
礎
学
習
」
が
週
に
６
コ
マ
の
み
。

替
わ
り
に
時
間
割
の
約
半
分
を
占
め
る

の
が
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
「
料
理
」
「
演
劇
」
「
も
の
づ

く
り
」
「
農
業
・
林
業
」
の
４
テ
ー
マ

が
あ
り
、
年
度
ご
と
に
児
童
が
自
ら
選

択
す
る
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
年
間
計
画

で
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
児
童

の
好
奇
心
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
「
野

菜
を
育
て
た
い
」
「
鳥
を
飼
っ
て
み
た
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い
」
「
カ
レ
ー
を
つ
く
り
た
い
」
。
そ

の
好
奇
心
を
大
切
に
す
る
。 

た
だ
し
、
子
ど
も
た
ち
が
形
に
す
る

の
は
一
苦
労
。
何
が
必
要
で
、
何
か
ら

始
め
た
ら
よ
い
か
、
生
徒
は
試
行
錯
誤

す
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
基
本
的
に
「
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
が
、
答
え
を
教
え
な
い
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
だ
。 

ま
お
い
学
び
の
さ
と
小
学
校
は
、
学

校
教
育
法
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
知
事

な
ど
の
認
可
を
受
け
た
専
門
学
校
や
各

種
学
校
の
一
つ
。
義
務
教
育
期
間
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
「
自
由
」
な
教
育
方

針
を
掲
げ
る
学
校
は
全
国
に
増
え
つ
つ

あ
る
。 

一
方
、
そ
の
よ
う
な
教
育
方
針
に
対

し
、
「
社
会
で
通
用
し
な
い
」
「
中
学

校
や
高
校
に
上
が
る
と
、
受
検
競
争
が

待
っ
て
い
る
の
に
大
丈
夫
な
の
か
」
と

い
っ
た
声
も
あ
る
。 

け
れ
ど
、
料
理
を
し
た
り
、
田
畑
で

農
作
物
を
育
て
た
り
す
る
と
き
は
必
然

的
に
計
算
が
必
要
に
な
る
。
漢
字
も
知

ら
な
け
れ
ば
、
レ
シ
ピ
も
読
め
な
い
。

体
験
を
通
し
て
基
礎
学
力
を
身
に
つ
け 

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
主
体
的
に
課

題
を
解
決
す
る
能
力
や
チ
ー
ム
で
建
設

的
な
話
し
合
い
を
す
る
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
が
狙
い
だ
と

学
校
は
説
明
す
る
。
宿
題
と
テ
ス
ト
も

課
さ
な
い
。 

「
１
㌉
の
経
験
は
１
㌧
の
理
論
に
ま

さ
る
」
。
米
国
の
教
育
学
者
、
ジ
ョ
ン
・

デ
ュ
ー
イ
の
理
論
を
学
校
は
重
視
す
る
。

細
田
校
長
は
「
『
自
由
』
と
『
自
分
勝

手
』
は
ま
っ
た
く
別
物
だ
。
課
題
解
決

へ
の
道
筋
を
考
え
て
主
体
的
に
行
動
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
人
が
す
る
こ

と
も
難
し
い
。
こ
の
学
校
で
得
る
こ
と

は
大
き
な
強
み
に
な
る
」
と
話
す
。 

長
沼
町
は
北
海
道
中
央
に
位
置
す
る

人
口
約
１
万
人
の
町
で
、
町
の
約
７
割

が
田
畑
や
牧
場
だ
。
米
や
タ
マ
ネ
ギ
な

ど
多
く
の
農
産
物
を
生
産
し
、
全
国
に

「
食
」
を
提
供
す
る
が
、
町
外
へ
の
転

出
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。

年
度
は
、

町
内
に
３
校
あ
っ
た
町
立
中
学
校
が
１

校
に
統
合
。

年
度
、
５
校
あ
っ
た
町

立
小
学
校
も
１
校
に
統
合
さ
れ
る
状
況 
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に
な
っ
て
い
る
。 

町
教
育
委
員
会
学
校
課
の
担
当
者
は

「
開
校
に
長
沼
町
を
選
ん
で
い
た
だ
い

て
あ
り
が
た
い
。
学
校
の
教
育
理
念
に 

賛
同
し
た
方
々
が
道
外
か
ら
町
内
に
移

住
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
話
す
。 

文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、

年
度
の

不
登
校
の
小
中
学
生
は

万
６
４
８
２

人
（
前
年
比
４
万
７
４
３
４
人
増
）
と

過
去
最
多
を
更
新
。
北
海
道
内
の
１
０

０
０
人
当
た
り
の
不
登
校
児
は

・
６

人
で
、
全
国
平
均
（

・
２
人
）
を
７

年
連
続
で
上
回
っ
た
。 

教
育
評
論
家
の
尾
木
尚
樹
氏
は
「
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
私
立
校

で
児
童
生
徒
ら
が
多
様
な
教
育
を
受
け

ら
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は

非
常
に
重
要
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
浸
透
し
、

今
は
『
学
校
を
休
む
こ
と
も
権
利
』
と

い
う
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
が
あ
っ
て
い
い
」
と
語
っ

た
。 

  

                          


